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令和７年度当初予算の概要 

※各図表中、構成比・金額等は項目ごとに端数処理をしているため、合計額と一致しない場合があります。 
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Ⅰ 令和７年度当初予算の概要  

 令和７年度予算は、「成長を続け、人を守りはぐくむまちへ」、「 ポテンシャルを活かし、

未来を切り拓く挑戦」を編成方針としています。多様化・高度化する行政課題に対応しつつ、

将来に渡って持続可能なまちづくりに向け、引き続き戦略的な取組への重点配分を行いながら、

将来世代への過度な負担の回避と新たな行政需要への財源創出を図り、持続可能な行財政運営

を推進します。

 なお、国の動きと連動しつつ、財源を確保しながら事業を行っていくため、令和６年度補正

予算（３月定例会分等）と令和７年度当初予算を一体的なものとして編成します。

「未来の“まち”を想い、力強く成長を続ける」

令和７年度当初予算 総額

1,013.4億円
（前年度比 ＋72.8億円、＋7.7％）

令和６年度補正予算 総額 

7.6億円 

一般会計    637.8億円

（前年度比 ＋55.5億円、＋9.5％） 
一般会計       7.6億円  

特別会計 
（8会計）

   272.7億円
（前年度比 ＋10.3億円、＋3.9％） 

  企業会計 
（2会計）

  102.9億円

（前年度比 ＋7.0億円、＋7.3％） 

一般会計当初予算の推移 
（億円）

補正予算

当初予算

（※国の補正予算対応分等）
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子育て世代の経済的負担の軽減

【歳入】影響額 
● 保育園使用料    634万円 
● 保育園保護者負担金 828万円  

0歳児から2歳児の保育料の負担軽減 

 ０～２歳児の保育料について、保育料算定時に多子世帯のこどもをカウントする際の「年齢制限」と「保育
施設利用要件」を廃止します。これまではカウントされなかった小学生以上のこどもをカウントに含めること
により、多子世帯の負担を軽減します。

区分 主な取組内容 事業費
（千円）

経済的負担の軽減 多子世帯のこどものカウント方法変更による0～2歳保育料負担
軽減、病児保育の無償化、奨学金の拡充 など 181,683

子育て・教育環境の整備 5歳児健診（相談）、お昼寝用簡易ベッドの試験導入、保育士向
け独自補助の創設、水泳指導業務委託、不登校対策の拡充   など 465,629

共働き・共育ての推進 男性育児休業取得促進奨励金
男性の子の看護等休暇制度導入奨励金 など 7,000

こども・子育てに優しい
社会づくり

「はつかいち子育て応援宣言企業」登録制度の創設
（ステッカー印刷費、宣伝費 など） 600

こども等の施策への
意見反映、ニーズ調査 こども計画策定 5,000

その他こども・教育に
資する取組 マスタートン青少年派遣 など 8,236

総額 6億6,814万8千円

子育てしやすいまちづくり
～社会を生きぬくたくましいこどもの育成～01

  就学前 小学生以上

現行 無償
第３子としてカウント

半額負担
第２子としてカウント

半額負担
第１子としてカウント

小学生以上は
カウント対象外

令和７年度
から

無償
第４子としてカウント

無償
第３子としてカウント

半額負担
第２子としてカウント

第１子 
としてカウント

第4子 第2子

病児保育の利用を無償化

 働く保護者が安心して子育てをできるよう、病児
保育室を利用する際の年間登録料及び利用料を、令
和７年４月から無償化します。

1,462万円
※歳入減による影響額

病児・病後児保育事業
●  病児・病後児保育事業委託料 2,231万8千円

奨学金 貸付制 度の 拡充

 将来の社会の創り手となる人達が希望に沿って安
心して就学できるよう、制度の見直しを行います。
 ❶貸付月額の増額 ❷他制度と併用可能に変更
 ❸返還期間を１０年以内から１５年以内へ延長
 ❹家計基準の見直し

5,898万円

奨学金貸付事業
●  貸付金（制度拡充分）  5,184万円

  ※ 貸付金総額  5,832万円
●  その他手数料  66万円

2,231万8千円
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第3子 第1子



 市内企業で働く男性従業員が育児休業や子の看護等休暇を
利用した場合に、企業に対し奨励金を支給します。企業、地
域、住民が一体となって、オールはつかいちでこども・子育
て世代を応援し、「子育て世代に選ばれ続けるまち」づくり
に取り組みます。

「共働き・共育て」を推進

男性の育児休業の取得の促進

令和６年10月、市と市内産業経済団体で『「こどもが主役のまち
はつかいち宣言」事業実施に関する連携協定』を締結

商工業振興事業
●  男性育児休業取得促進奨励金  500万円
●  男性の子の看護等休暇制度導入奨励金  100万円
産業まちづくり事業
● はつかいち子育て応援宣言企業登録事業    60万円
（ステッカー印刷費、宣伝費など）

 私立認可保育施設に勤務する職員の新規採用・就業継続・離職
防止に向け、令和７年度から新たな補助制度を創設します。
 ❶新規採用の常勤保育士に一時金を支給します。
 ❷継続して勤務する常勤職員に奨励金を支給します。
 ❸保育補助者の保育士資格取得の経費を補助します。
 ❹施設独自の事業や研修について補助を行います。

私立保育園運営事業 
● ほいくの未来応援補助金（新  規採用・継続者向け支援） 2,620万円
● 保育士資格取得支援補助金    25万円
● まちぐるみ子育て支援補助金    250万円

子 育 て 環 境 の 整 備
「ほいくの未来応援補助金」の創設

 「こどもが主役のまち はつかいち宣言」に基づく本市のこ
ども施策を幅広く周知するため、子育てしやすいまちの魅力発
信につながる子育て支援サイトを開設します。
 サイト内では、子育て期ごとの情報検索や子育てを支援する
保育士等の求人情報など、子育てに関する様々な視点からの情
報を掲載し、「子育て世代に選ばれ続けるまち」の推進を図り
ます。

子 育 て 支 援 サイ ト の 開 設  613万6千円

保育園管理運営事業
●  子育て支援ホームページ作成等業務委託料  613万6千円

660万円

2,895万円
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 「こどもが主役のまち は
つかいち宣言」に基づく子育
て支援施策を広く周知するた
めのシンボルとして、ロゴマ
ークを作成しました。
 市の木であるさくらをモチ
ーフに、主役であるこどもを
真ん中にオールはつかいちで
柔らかく包み込んでいます。 

ロゴマークを作成しました！

主役なのでちょっと
照れくさそう...

『保護者』 『地域』 『企業』 『自治体』 『保育園・幼稚園・学校』

慈しむ『心』と、
温かく見守る日向
のような

『オレンジ』

地域をまるっと囲
む『丸』と、多様
な人々・多様性の

『紫』

そろばんの珠の『ひ
し形』と、商い＝地
域を潤すの

『きいろ』

欠けたり偏ったり
しない『円』と、
公平・平等の

『みどり』

本の『四角』と、知恵
・学びの

『あお』



保育園管理運営事業 
●  お昼寝用簡易ベッド購入費  438万9千円
● 防犯カメラ設置工事など    1,905万7千円

保育園利用者への各種支援

● お昼寝用簡易ベッドの試験導入
● 防犯カメラ設置及びトイレ洋式化など
● おむつサブスクリプションサービスの導入
※ 上記すべて公立保育園における取組

あかちゃんオムツプレゼント事業 

 令和７年10月から、生後３か月、６か月、９か月、
満１歳の計４回、産前産後サポートセンターなどで
イベントと子育て相談を開催し、おむつ（2,000 円相
当）をプレゼントします。

662万1千円

母子保健事業
●  報酬など   385万7千円
●  事務費（消耗品費 外） 276万4千円

5歳児健康診査（相談） 
 ５歳児に対して健診（相談）を行います。こども
の特性を早期に発見し、特性に合わせた適切な支援
や、生活習慣、その他育児に関する相談に応じます。

988万4千円

母子保健事業
●  報酬など  883万2千円
●  事務費  105万2千円

紙 お む つ 用 ゴ ミ 箱

 乳幼児の保護者が多く来所される子育て支援施設
に、衛生面に配慮した紙おむつ用ゴミ箱を試行的に
設置します。

47万6千円

児童福祉一般事業 
●  使用料および賃借料   47万6千円

 国の目指す「こどもまんなか社会」の実現、市の「こどもが主
役のまちはつかいち」宣言の具体化に向けた指針とするため、
「廿日市市こども計画（仮称）」を策定します。

児童福祉一般事業
 こども計画策定業務委託料 500万円

留守家庭児童会の様子

児 童 会 の I C T 化 を 推 進 

 留守家庭児童会にＩＣＴシステムを導入し、欠席な
ど児童の登下会に関わる作業や保護者連絡をオンラ
イン化することで、保護者負担及び放課後児童支援
員の業務負担を軽減します。

743万7千円

児童会管理運営事業
●  機器利用料など  743万7千円

2,344万6千円
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教育環境の整備

休日部活動地域移行モデル

 生徒がスポーツ、文化芸術活動に取り組むことが
できる環境の整備及び教員の働き方改革の推進を図
るため、中学校における休日部活動地域移行モデル
事業を引き続き実施するとともに、将来的な地域展
開に向けた連携体制の検討を行います。 

869万8千円

学校教育振興一般事業 
【地域連携型】 
●   指導者報酬など  297万9千円
【地域移行型】  
●  地域クラブ活動委託料など  296万9千円
●  地域への移行・連携体制の検討  275万円

安全で効果的な水泳授業 

 児童生徒の泳力の向上及び教員の働き方改革の推
進を図るため、小・中学校における水泳指導の業務
委託の実施校を追加し、民間事業者の施設・ノウハ
ウを活用した水泳授業を実施します。  

3,130万9千円

小・中学校教育振興一般事業 
●  小学校水泳指導業務委託料  2,756万6千円
●  中学校水泳指導業務委託料    374万3千円

給 食 費 負 担 の 軽 減 

 物価高騰に伴う給食費の負担増加を軽減するため、
小・中学校の給食費に対し支援を行います。

7,496万5千円

学校給食管理運営事業 
●  学校給食費負担軽減事業負担金  7,496万5千円

体 育 館 へ の W i - F i 整 備 

 タブレットを使った授業ができる環境を整備する
ため、Wi-Fi未設置の小・中学校体育館への、Wi-Fi
設置に向けた設計を行います。

395万2千円

小・中学校ＩＣＴ活用教育推進事業
● 体育館新教育系無線アクセスポイント設計業務委託料 
 395万2千円

体育館への空調整備の検討 

 学校の教育環境及び災害時の避難所における生活
環境の充実を図るため、小・中学校体育館への空調
設備整備に向けた調査検討を行います。

2,000万円

小・中学校リニューアル事業 
● 屋内運動場空調設備整備調査検討業務委託料 2,000万円
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令和７年度の取組

●  電線共同溝整備工事  3億円

【債務負担行為 R8 8億8,000万円】

●   緑地整備工事  6,000万円

●  電線共同溝詳細設計業務委託料  3,000万円

● その他業務委託料（公園詳細設計など  ）  2,100万円

●   下水道事業会計負担金  700万円

●   その他経費  96万7千円

都市構造の再構築、コンパクトシティの形成 02

未来物流産業団地造成事業

 産業団地の整備により市内・外企業を留置・誘致
し、雇用の確保、市内経済の発展を図るとともに、
新たな市街地開発を誘引します。

3億5,454万9千円

令和７年度の取組

● 調整池整備工事委託料    1億7,050万円

●   情報板詳細設計業務委託料  330万円

【債務負担行為 R8-R10 21億7,250万円】

● 市道二重原線整備工事委託  料  1億7,600万円

●   その他経費  474万9千円

R７ R８ R９ R10 R11

新 機 能
都市開発 造成工事 建築工事 Aエリア

開業

未来物流
産業団地

開発
許可
申請

造成工事 土地引渡

工事スケジュール（予定）

 人口減少の影響を受けにくく、選ばれるまちになる
ために、新たな事業用地を確保し、住工混在解消によ
る既成市街地の高度利用、人口集積による経済サービ
スの誘発など、新たな魅力を創出します。本市の特性
を生かした拠点づくりと各拠点を公共交通で結ぶネッ
トワーク型コンパクトシティの形成を進めます。

新 機 能 都 市 開 発 推 進 事 業

 平良丘陵開発土地区画整理事業（組合施行）の支
援を行い、産業団地と観光・交流拠点の基盤整備を
促進します。

4億1,896万7千円
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 本市の都市拠点であるシビックコア地区まちづく
りの実現に向け、関係者とまちづくりの整備手法な
ど具体的な話し合いを進めていきます。

令和７年度の取組
●  面的整備検討業務等委託料   8,277万1千円

●   その他（旅費外）   100万9千円

シ ビッ ク コ ア 地 区 整 備 事 業 8,378万円

 新たな事業用地の確保に向けて開発詳細設計や水
質調査などを実施し、検討を進めていきます。

令和７年度の取組
● 開発詳細設計業務委託料    3,200万円 

● 水質調査等業務委託料    800万円 

(仮称)郡塚地区産業用地造成事業 4,000万円

総額 8億9,730万円
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 イメージパース図

 ※場所や建物等を特定するものではありません。



1,452万円

ゼロカーボンシティの推進03

循環型社会の形成

バイオマスプラスチックの導入

 焼却によるＣＯ₂の排出量を削減するため、家庭系
燃やせるごみ袋の原料に、バイオマスプラスチックを
10％配合し製造します。

循環型社会推進事業 

● 家庭系ごみ有料指定袋作成等業務委託料 5,402万6千円

 プラスチック使用製品廃棄物の一時保管施設を整
備するため、休止している旧廿日市清掃センターを
解体しストックヤードを整備します。令和７年度は、
解体工事に伴う事前調査などを行います。

塵芥処理場管理運営事業 
● 旧廿日市清掃センター解体工事事前調査業務委託料
                      620万4千円

● 旧廿日市清掃センター解体工事計画支援業務委託料

                       831万6千円

プラスチック使用製品廃棄物の
一 時 保 管 施 設 整 備

食 品 ロ ス の 削 減

 食品ロス削減協力店登録制度を中心に、特設サイ
トでの情報発信や啓発動画の作成、フードドライブ
の推進などにより、市民、事業者と連携した食品ロ
ス削減の取組を実施します。

循環型社会推進事業 

● 食品ロス削減推進事業委託料           450万円 

R8~R9 旧廿日市清掃センター解体工事
R10    ストックヤード整備
R11    プラスチックの資源化スタート(予定）

5,402万6千円

450万円

614万9千円生物多様性の保全に向けた調査

 地球課題の解決の一つとして、生物多様性・生態
系サービスを守り、持続可能な形で活用する計画とな
る「廿日市市生物多様性地域戦略」の策定について
検討します。
地球温暖化対策推進事業
●  生物多様性地域戦略策定業務委託料  614万9千円
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自治体新電力会社の設立

区分 主な取組内容 事業費（千円）

循環型社会の形成
家庭系燃やせるごみ袋のバイオマスプラスチック導入
プラスチック使用製品廃棄物の資源化に伴う施設整備
食品ロスの削減 など

76,599

自治体新電力会社の設立

自治体新電力会社設立出資金 
PPAによる公共施設への太陽光発電設備導入
小水力発電事業に係る人材派遣受入
「生物多様性地域戦略」の策定に向けた検討

59,949

電動車の推進 公用車の電動車導入 3,068

その他ゼロカーボンシテ
ィの推進に資する取組

ウォーターサーバーの設置
市有林状況等調査 4,712

総額 1億4,432万8千円



1,500万円

 公共施設に太陽光発電設備を設置し、当該施設や
他の公共施設で発電した電力を消費します。余剰電
力は自治体新電力会社を通して市内の需要家に供給
することにより、再エネ電力の地産地消を実現しま
す。

※ＰＰＡ:Power Purchase Agreement(電力販売契約)
の略。太陽光発電を所有・管理する会社が設置した
太陽光発電システムで発電された電力を、その施設
の電力使用者へ有償提供する仕組み。

地球温暖化対策推進事業

●  公共施設太陽光発電設備導入補助金 3,320万円 

 エネルギーの地産地消、再エネ電力の活用で脱
炭素化を推進するとともに、市外へ流出していた
エネルギー代金を地域内に留め、地域内経済循環
を実現します。

3,320万円

はつかいちエネルギークリーンセンター
（ごみの焼却による発電）

小水力発電の導入に向けた取組

 再生可能エネルギーの普及のため、専門的な知
見を有する民間事業者からの人材派遣を受け、小
水力発電の導入とその電力を起点とした新たな地
域の価値共創を検討します。

地球温暖化対策推進事業
● 水力発電事業人材派遣負担金    560万円 

560万円

地球温暖化対策推進事業
●  電力会社設立出資金        1,500万円 

※ 自治体新電力:地方自治体の戦略的な参画・関与の
下で小売電気事業を営み、得られる収益などを活用
して地域の課題解決に取り組む事業者。
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脱 炭 素 化 の 推 進 と
地 域 内 経 済 循 環

P P A を 活 用 し た
公 共 施 設 太 陽 光 発 電 事 業

エネルギーの地産地消

発電
（地産）

電力調達
自治体新電力

電力供給

電気使用
（地消）

再エネ資源
(太陽光、水力、

バイオマス)

再エネ電力等の活用

収益活用

地域課題の解決

地域脱炭素事業
（再エネ電源の導入 等）

地域貢献事業
（生物多様性の保全 等）



持続可能な観光地域づくり 04 ※持続可能な観光：訪問客、産業、環境、受け入れ地域の需要に適合しつつ、現在と未来の環境、社会文化、経済への
影響に十分配慮した観光 

大型ＬＥＤビジョン設置イメージ（令和６年５月実施時）

宮島まちづくり推進事業
●  持続可能な宮島観光地域づくり補助金  175万円
●   宮島まちづくり推進支援業務委託料  1,000万円
● 千年先も、いつくしむ。プロジェクトプロモーショ ン等業務
 委託料    1,000万円

取組方針 取組の方向性 事業費
（千円）

満足度・
快適性の向上

・オーバーツーリズムの未然防止・抑制
・サステナブル観光の推進 106,010

観光消費額
の増加

・滞在時間延伸・宿泊客獲得
・周遊・誘客促進
・戦略的な“プロモーション・ブランディング”

81,713

戦略と仕組み
の構築

・データに基づく観光地経営
・持続可能な体制づくり 53,509

                総額 2億4,123万2千円

● 宮島観光の充実・強化
　✔ おもてなし環境の整備  ✔ 宮島ブランドの発信 など

オーバーツーリズムの未然防止・抑制など

 インバウンドを中心に増加する宮島への観光客の受け入れ
と住民の生活の質の確保を両立するため、昨年に引き続き対
策を進めます。
観光おもてなし向上事業 
●  宮島口地区観光情報発信用大型ＬＥＤビジョン整備工事 6,000万円
●  スマート観光推進事業委託料  916万4千円
●  観光マナー啓発事業委託料  500万円

観光施設管理事業 
●  宮島公衆トイレ整備基本計画策定等業務委託料  300万円

宮島航路運航維持事業
● インバウンド等受入環境整備費補助金（翻訳システム導入支援） 150万
円 

伝統的建造物群保存推進事業
● 旧若狹家復原調査等業務  委託料   1,396万1千円
● 伝統的建造物群保存対策調査報告資料作成業務委託料
  77万円

サステナブル観光の推進、その他事業

道路整備事業
● 宮島地区内無電柱化詳細設計等業務委託料 1,434万6千円

観光誘客強化事業
● 宮島持続可能な観光推進事業委託料   1,200万円
●  宮島エコツーリズム推進協議会負担金 550万円

7,866万4千円

6,832万7千円
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 来島者数の推移（万人）
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持続可能な
観光地域づくり

の推進

満足度・
快適性の向上

観光消費額
の増加

戦略と仕組み
の構築



宮 浜 温 泉 街 の 活 性 化

 令和９年度に配湯開始予定の宮浜温泉３号源泉を
活用した、宮浜温泉街への誘客・周遊促進施策の実
施を検討します。

600万円

観光施設管理事業
● 宮浜温泉３号源泉活用検討業務委託料   600万円

 観光地域づくりの指針となる 「廿日市市観光振興基
本計画（２０２６～２０３０）」を策定します。

観光誘客強化事業
● 観光振興基本計画策定業務委託料   998万8千円

観光振興基本計画の策定 998万8千円

中 山 間 地 域 へ の 誘 客 強 化

 市内観光の滞在期間の延長、宿泊客増を目指し、
中山間地域への周遊促進施策を展開します。

562万4千円

観光誘客強化事業
●  教育旅行等バス代補助金  360万円
●  中山間地域体験観光等推進事業委託料  202万4千円

ＤＭＯの設立準備

  “観光”をキーに、エリア内の地域の最適化を図
り、稼げる地域・持続可能な観光地域づくりを戦
略的に取り組む「はつかいち版ＤＭＯ」の令和７
年度末の設立に向け準備を進めます。

産業振興ビジョン推進事業
● はつかいち版DMO  設立に要する準備経費 1,341万1千円
● 観光ＤＭＰ運用業務委託料    836万円

2,177万1千円

● 観光地経営・マネジメント強化
　✔ ＤＭＯ設立、観光振興基本計画策定

● 観光消費額の増加・誘客促進
　✔ 宮島以外の観光地への誘客促進
  ✔ 戦略的なプロモーション実施 など

大阪・関西万博を契機としたプロモーション

 令和７年４月から開催される大阪・関西万博のフランスパビリ
オンなどを活用し、市の観光コンテンツなどのＰＲを実施するな
ど、万博を契機としたプロモーションを行い、宿泊の増加や滞在
時間の延長による観光消費額の増加につなげます。

観光誘客強化事業
● 大阪・関西万博を契機とした誘客プロモーション等業務委託料 1,000万円

1,000万円

観光誘客強化事業
●   インバウンド誘客促進等サービス利用料 585万8千円
産業まちづくり事業
●  周遊促進・宿泊客増プロジェクト 1,000万円
● 教育旅行誘致促進   500万円
● 戦略的な情報発信   500万円
● 広告費、ノベルティ制作等   200万円

その他誘客強化・プロモーション事業 2,785万8千円
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▲  はつかいち版DMOのイメージ

情報発信
プロモーション

データ分析・活用
マーケーティング

戦略・管理
マネジメント

観光協会

商工会議所
・商工会

（仮称）

関係団体
・事業者等

はつかいち版DMO
【一般社団法人の設立等】

機動力・柔軟性
のある小さな組織

連携・協力

市 観光課等

協業・調整
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宮島訪問税を活用する主な取組
※宮島訪問税は、多くの観光客等が宮島に来訪することにより必要となる経費の一部について来訪者にも負担して頂く法定外普通税
で、令和５年度に創設
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宮島桟橋

おもてなしトイレ

御笠浜

大願寺

大聖院下

紅葉谷下
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来島者全体
外国人（レールパス利用者）
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7
（万人）
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H23
R1
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7
（万人）

H15 H23 R1 R5 R6

 コロナ禍以降のインバウンドの増加により宮島の来島者数も増加しています。このインバウンドの増加で、
観光需要の発生時期の違いによる観光客の集中が平準化がされ、日別の来島者数（降順）をみると、多客時
以外の日の来島者数が底上げされています。
 外部からの来訪によって発生・増幅する行政需要もさらに増加することが予測されることから、宮島訪問
税を活用して満足度の向上に向けた取組が必要です。

令和７年度 宮島訪問税の活用事業 事業費（千円） 一般財源（千円）

1,905,462 567,251
● 発生・増幅する行政需要に対応する取組 1,001,068 383,209

 （持続可能な観光地域づくりに該当する事業） （61,500） （31,500）
● 将来の負荷を軽減・予防する取組 904,394 184,042
   （持続可能な観光地域づくりに該当する事業） （188,131） （13,991）

トイレを清潔に保ちおもてなしを向上

中央値
第二四分位数

第三四分位数 第一四分位数

観光案内所で観光客の困りごとに対応

● TOTO宮島おもてなしトイレに代表
される島内のトイレをいつでも気持
ちよく利用できるよう清潔に維持・
管理します。

● 観光客の増加に比例して観光案内所の
相談件数も増加しています。

● 宮島口旅客ターミナル、宮島桟橋、
TOTO宮島おもてなしトイレ内に観光
案内所を設置し、年間8万人を超える
外国人観光客も含めた観光客からの相
談に対応します。

※ R5.11.11～17にJR宮島口駅で廿日市市が調査した結果

※ 最小値については、台風等の際の来島者数を外れ値（2,000人未満）として除外している。

0

2

4

6

8

10
（万件）

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

日本人 外国人

※ 宮島口観光案内所はR2年度から設置

● 宮島訪問税の令和７年度の歳入見込額3億8,000万円は、次の表の一般財源部分に活用されます。

おもてなしトイレの日常清掃

四分位範囲

［1週間の来島者数の変化］
【11/11（土）＝1.00】

［日別の来島者数（降順）］ ［日別の来島者数（箱ひげ図）］

［島内の主なトイレの満足度］
【10点満点】

［宮島・宮島口観光案内所
の相談件数］

● 宮島の来島者の状況

箱ひげ図の見方

宮島桟橋観光案内所

※ 4日間（繁忙期2日、閑散期2日）アンケート
調査した結果（令和6年度）

●日別の来島者数をみると、第三四分位数では、
ビジット・ジャパン・キャンペーンが始まっ
た平成15年の約8,000人が令和5年以降には
15,000人に、中央値（第二四分位数）では平
成15年の約6,000人が令和元年以降11,000人
を超え、インバウンドの増加が多客時以外の
日の来島者数の底上げに貢献していることが
分かります。

●１週間の来島者数の変化
をみると、外国人は曜日
に関係なく一定している
ことが分かります。
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Appendix

0% 10% 20% 30% 40%

困ったことはなかった

多言語表示の少なさ・わかりにくさ（観光案内板等）

施設等のスタッフとのコミュニケーション

ごみ箱の少なさ

R1年度（n=4,006) R5年度（n=4,012) 0% 20% 40% 60%

飲食店
小売店（コンビニ、土産物店等）

鉄道駅、バスターミナル
観光スポットに向かう過程

観光スポット

公共交通機関による観光客と地域住民の移動手段の確保

地域住民だけでなく、多くの来訪者の休日・夜間の安全・安心を確保

行楽シーズンにおける宮島口の混雑緩和

IoTスマートごみ箱「SmaGO」の本格設置と公共ごみ箱の維持管理による宮島・宮島口
の環境美化の推進
● 観光客の主な動線上にある宮島口旅客ターミナルとTOTO宮島おもてなしトイ

レ屋外にSmaGOを本格設置し、受入環境の向上や環境保全、回収業務の効率
化を図ります。

出典：観光庁 R5年度「訪日外国人旅行者の受入環境整備に関するアンケート」調査結果

● 公共ごみ箱を適正に維持・管
理し、島内環境の維持・向上
を図ります。

● 行楽シーズンに宮島口周辺に交通誘
導員を配置し、訪問者の宮島へのア
クセス性の向上と地域住民の生活環
境への影響の低減を図ります。

● 宮島島内を走るメイプルライナー（乗合タクシー）の運行、宮島航路フェリーの早朝夜間便の運航を
支援し、訪問者の「観光」と地域住民の「生活」との調和を図ります。
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4
（万人）

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

地域内の者 地域外の者

宮島航路の早朝夜間便への支援
※ R1.9月から宮島地域住民割引を実施

● 行楽シーズンの5・6月、10・11月には、宮島島内の診療所に医師
が待機し、宮島航路フェリーが運航しない夜間に、宿泊者等が急
変した場合にも対応します。

円滑な税徴収の実現
● 特別徴収義務者が宮島訪問税を円滑に徴収できるよう特別徴収

奨励金を交付します。
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n＝256

宮島訪問税制度について（導入後調査）
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けでなく多くの観光客など
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渋滞対策実施

おもてなしトイレ屋外宮島口旅客ターミナル



スポーツを核としたまちづくり 05

女 子 野 球 タ ウ ン の 取 組

 メディアを活用したプロモーション事業を実施する
ことで、女子野球タウンの取り組みの認知度向上を図
るとともに、女子野球の裾野拡大などを目指します。 

3,295万6千円

スポーツ推進事業 
●  女子野球シティプロモーション事業  3,000万円
●  女子野球タウン推進事業委託料など  295万6千円

ＨＩＲＯＨＡＩ佐伯総合スポーツ公園多目的広場（リニューアル後イメージパース）
 現在の陸上競技場を、幅広い年齢層による様々なスポーツ競技やイベントの開
催ができる「多目的広場」として整備しています。

公園整備事業  8億1,792万円
 多目的広場整備工事 7億1,510万円
 駐車場整備工事 3,500万円 ほか

障がい者スポーツの推進

 障がい者のスポーツ機会の拡大を図るため、障が
いのあるなしにかかわらず誰でもパラスポーツを楽
しめるスポーツイベント「インクルーシブ・スポー
ツ・フェスタ広島2025」の本市開催に合わせて、機
運醸成のための関連イベント等を開催します。

611万6千円

スポーツセンター等管理事業
●  インクルーシブ・スポーツ体験会開催業務委託料  150万円
●  障がい者スポーツ施設利用促進事業委託料  461万6千円

ス ポ ー ツ 推 進 計 画 の 策 定

 スポーツを核としたまちづくりを推進するビジョン
の策定に取り組みます。 

1,000万円
【債務負担行為】

スポーツ推進事業 
● スポーツ推進計画策定業務委託料
 【債務負担行為 R7-R8 1,000万円】

インクルーシブ・スポーツ・フェスタ広島
（他市開催時の様子）

総額 8億8,995万7千円
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持続可能な中山間地域への対応06

 将来にわたって、豊かで持続的な中山間地域の
実現を目指すため、（仮称）中山間地域振興ビジ
ョンを策定します。

中山間地域振興事業
● （仮称）中山間地域振興ビジョン策定業務委託料 
 800万円
● （仮称）中山間地域まちづくり会議委員報償 費など   
 91万3千円

中山間地域振興ビジョンの策定 891万3千円

 中山間地域への来訪者などの人流動態を分析し、
エビデンスに基づく効果的な情報発信など、戦略的な
施策展開につなげます。

中山間地域振興事業
● 人流動態分析システム使用料    132万円

人 流 デ ー タ の 分 析 132万円

 地域資源の有効活用を図るため、中山間地域にお
ける農産物、食肉加工施設の導入に向けた支援や、
営業許可制となった漬物製造における漬物生産者へ
の必要な支援について調査、検討します。 

農業振興事業
●  地域資源等活用検討業務委託料  400万円

ジビエなどの地域資源の利活用 400万円

佐 伯 高 校 の 魅 力 化 支 援 2,559万円

 地域の中学生の進学先確保及び将来の担い手育成
のため、地域一体となって佐伯高等学校の魅力化支
援を行っています。

中山間地域振興事業
● 公営塾学習支援員報償費など    140万3千円
● 活性化支援事業補助金    240万円
● 下宿費補助金など    2,178万7千円

総額 7,967万2千円

Ⅱ 令和７年度の主な取組 17 



DX(デジタル･トランスフォーメーション)の推進 07

書かない・待たない市役所

 タブレット端末を活用し、窓口でもスマート申請
が可能となり、“書かない・待たない市役所”が実現し
ます。申請内容が電子データになることで、ＲＰＡ
などを活用した業務効率向上にもつながります。ス
マート申請（スマート窓口）システムにＡＩ機能を組
み込み、申請結果の判定案を作成させることなどに
より、業務効率化を実現します。

163万7千円

デジタル化推進事業
●   スマート窓口用タブレット端末関連  163万7千円

動 画 生 成 Ａ Ｉ の 導 入

 市民生活に身近な制度や市の施策などの説明動画
を作成する動画生成ＡＩを導入し、市民に伝わる、
分かりやすい情報発信を行います。

60万円

デジタル化推進事業
●  生成ＡＩを活用した動画生成サービス利用料 60万円

廿らつポイントをアプリ化

 地域のボランティア活動に参加する高齢者にポイン
トを付与する「廿らつプラチナボランティア」制度の
対象を、自らの介護予防活動（ウォーキング、百歳体
操など）にも拡大します。
 また、アプリを活用した運用で、貯まったポイント
を電子マネーに転換して交付します。

2,723万6千円

重層的支援体制整備事業
● 介護予防等ポイント事業構築・運用業務委託料

                      2,723万6千円

図 書 館 シ ス テ ム の 更 新

 現在の図書館システムを更新し、セルフ貸出し、
デジタル利用カード、LINE連携などの導入により市
民サービスの利便性向上につなげます。

931万円

図書館管理運営事業
● システム構築費・機器及びソフトウェア賃借料など 931万円

廿日市市公式LINEは
こちらから

総額 5,004万1千円
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戦後８０年非核平和事業08

 戦後８０年という節目の年を迎えるに当たり、平和の大切さを未来につなげるため、平和を祈念する様々な
事業を通じて、市民の平和意識の醸成を図ります。
 特に、戦争体験者や被爆者の高齢化が進む中、戦争や被爆の体験、平和への思いの継承・伝承がますます重
要になっていることから、未来をつくる子どもや若者が、平和について考え行動できるきっかけとなるような
事業などを全庁的な取組として展開します。

戦後８０年非核平和事業      

● 二人芝居「父と暮せば」
 原爆で亡くなり幽霊となった父と娘の交流を描く「父と暮せば（井上ひさし作）」の舞台を招致します。
● 平和美術展「丸木位里・俊夫妻原爆の図（仮称）」
 「原爆の図」をはじめとして原爆や戦争を描いた丸木位里・俊夫妻の作品を展示します。
● 企画展「原爆被爆と枕崎台風（仮称）」
 被爆から１か月後に廿日市市大野でも大きな被害をもたらした枕崎台風を取り上げた企画展示を行います。
● 講演会およびシンポジウム 「空白の天気図（仮称）」
 「空白の天気図」の著者柳田邦男の講演会と、関係者によるシンポジウムを開催し、大野陸軍病院におけ
る惨禍を伝承します。
● 青少年ダンスフェス
 廿日市市内の高校・青少年ダンスグループが一堂に会する「ダンスの祭典」を開催します。
● ヒロシマ平和学習受入プログラムへの児童・生徒の派遣
 被爆地ヒロシマで開催される青少年の平和学習プログラムへ、児童・生徒を派遣します。
● ロゴマーク作成
 戦後８０年事業の推進に当たり、平和の大切さを未来につなげるための行事などに一貫性を持たせるため、
ロゴマークを作成し、平和に関する事業の広報時などに使用します。 
● 被爆アオギリ二世移植 
 市役所に植樹している被爆アオギリ二世を、広さや日照条件などのよい場所に移植するとともに、セレモ
ニーを開催し、平和意識の醸成を図ります。
● ヒューマンシアター 
 「平和の尊さ」「命の大切さ」への思いを深めることができる映画を上映します。
● 平和教育推進事業 
 平和コンサート、折り鶴運動、戦争の語り保存継承事業を実施します。
● 図書館資料などの紹介を通じた平和事業
 講演会「ヒロシマを舞台に絵本を創る」・朗読会「もうひとつのヒロシマ（仮称）」を開催し、８０年前
の実相にふれ、未来について考える機会をつくります。
 上記取組に加え、他の事業や行事にも可能な限り平和の視点を加えて、事業を展開します。

平和意識の醸成

戦争の語り保存継承事業の様子 被爆アオギリ二世

Ⅱ 令和７年度の主な取組 19 

予算額 566万円



その他の主な取組09

 総合計画は、長期的な視点で、市政を総合的かつ計画的に運営するためのまちづくりの指針であり、本市の
羅針盤となる計画です。2026（令和８）年度から2035（令和17）年度までを計画期間とする次期廿日市市総
合計画の策定を進めており、2025（令和７）年度中に策定予定です。

予算額 1,467万4千円

はつかいち未来ビジョン2035（素案）（廿日市市総合計画 基本構想）

まちづくりの基本理念

市民一人ひとりがともに幸せに暮らせるまちづくり
 すべての市民が日々の暮らしに幸せを感じ、明日に希望を持つことができるまちづくりを進めます。現
在、そして将来の市民が、いつまでも住み続けたい、住んでみたい、まちを目指します。

まちの将来像

安心に包まれ ワクワクが広がる 未来への挑戦を楽しむまち
―つなぎ つながり ともに歩む―

 
 総合計画の推進によって2035（令和17）年度に目指すまちの姿です。アンケート調査やワークショップ
など、さまざまな市民参画の取組を通じて、子どもから大人まで、幅広い年齢層の人の将来に対する思い
や意見を反映しました。

現状維持ではなく未来志向、将来像を描いたもの、
2035年度を目標年次とした計画であることが分かる
ように、この計画名称で検討しています。

■ 若者子ども夢会議

市民参画の取組

■ 団体・事業者ヒアリング

■ 地域づくり会議

■アンケート調査

・廿日市市に関係のある中学生から40歳未満ま
での若者約25名が集まり、将来の夢や理想のまち
の姿などについて話し合いました。
・廿日市特別支援学校の高等部３年生が、将来の
夢と理想のまちの姿を考え、発表しました。

・佐伯地域、吉和地域において地域の将来像、
抱えている課題、これからも大切にしたいこと、
今後必要となる取組などについて話し合いまし
た。

 まちづくりの各分野の団体や事業者を対象に
計19回のヒアリングを実施し、各分野の将来像
や課題感を聞き取りました。

 高齢者、若者、子育て世代、小学生、中学生、
高校生、大学生を対象に、まちづくりのニーズを
把握するアンケート調査を実施しました。

計画名称、基本理念及び将来像（案）
（市ホームページ）

アンケート調査結果、ワークショ
ップの詳細（市ホームページ）

現在策定中の基本構想（素案）を一部紹介します。

20 Ⅱ 令和７年度の主な取組 

総合計画策定事業



Ⅱ 令和７年度の主な取組 21 

■事業一覧 
 本市は、第６次総合計画の将来像「挑戦！ 豊かさと活力あるまち はつかいち ～夢と希望をもって世界へ～」の実現に向

け、次の４つの方向性に基づく施策・事業を実施しています。 

方向性１ くらしを守る…22 
●予防接種事業 

●障害者福祉一般事業 

●重層的支援体制整備事業 

●高規格救急自動車整備事業 

●水槽付消防ポンプ自動車整備事業

●小型動力ポンプ付積載車整備事業 

●防災情報システム管理事業 

●急傾斜地崩壊対策事業 

●自主運行バス運営事業  

●地域医療拠点等整備事業 

●道路整備事業ほか

方向性２ 人を育む…24 
●小学校リニューアル事業 

●中学校リニューアル事業 

●保育園整備事業

●郷土資料館管理運営事業 

方向性４ 新たな可能性に挑む
           …27 
●シティプロモーション事業 

●商工業振興事業 

●中山間地域振興事業 

●空き家対策推進事業 

●宮島口地区整備事業 

●国際交流事業 

●はつかいち文化ホール等管理運営事業 

 

方向性３ 資源を活かす…25 

●商店街等活性化事業 

●産業振興ビジョン推進事業 

●農地保全対策事業 

●有害鳥獣被害対策事業

●市民センターリニューアル事業

●集会所整備事業

■事業の見方 

第６次総合計画の将来像実現に向け、４つの方向性に基づく施策・
事業を説明します。

令和７年度の予算額です。２か年度以上にわたって実施する事業
は、「債務負担行為」として令和７年度以降の額を括弧書きで記
載しています。

 事業の実施に必要な経費の内訳です。

●

●

●

●

新規事業     拡充事業    補正予算   補



 方向性１ くらしを守る 
 市民が生涯にわたり健康で暮らせるよう、健康寿命の延伸に向けた取組を行います。また、今ある豊かな自然環境を守るととも 
に、便利で住みやすく、災害に強い、安心して住み続けられるまちづくりに取り組みます。 

      安心して暮らせるまちづくり 9,505万7千円  

  
 

      防災機能を高めるまちづくり  3億5,108万6千円  

高規格救急自動車整備事業 
●  自動車購入費など 8,823万2千円

水槽付消防ポンプ自動車整備事業 
●  自動車購入費など 8,768万3千円

小型動力ポンプ付積載車整備事業
●  自動車購入費など 2,860万5千円

防災情報システム管理事業 
 次期防災情報伝達システムの調査検討を行います。 

●防災情報伝達システム基本計画策定・基本設計業務

委託料 387万2千円

重層的支援体制整備事業 
 避難行動要支援者の個別避難計画の作成を着実に進め

るため、自宅の災害リスクや避難先、平常時の備えなど

について通知し、防災意識の醸成を図ります。 

●  個別避難計画作成意向確認等業務委託料 1,969万4千円

急傾斜地崩壊対策事業 
 急傾斜地の崩壊による災害から市民の生命を保護する

ため、急傾斜地崩壊対策工事を進めます。 

●測量調査設計業務委託料  （鰆浜地区外）  1,300万円

●急傾斜地崩壊対策工事（上平良Ｇ地区外２箇所） 

  1億1,000万円

   

予防接種事業
 新たに定期接種となる帯状疱疹ワクチンについて、自

己負担の軽減を図り、接種しやすい環境を整えます。

 ● 予防接種業務委託料        8,026万4千円

障害者福祉一般事業
 医療的ケアが必要な人などに対応する共同生活援助事

業所の運営に係る調査を行います。また、障害福祉サー

ビス等事業所の人材の確保と専門性の向上のため、資格

取得に係る受験料・研修費用を補助します。

●  共同生活援助運営調査業務委託料 459万8千円

●  障害福祉分野資格取得等支援補助金 69万5千円

 

重層的支援体制整備事業 
 ひきこもり支援ステーション「はつステ」の体制を強
化します。 
● ひきこもり支援ステーション運営業務委託料
 950万円 
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路線ごとの経費内訳（道路整備事業など） 
●  堂垣内広池山線（１工区） 5億2,542万円

●  堂垣内広池山線（２工区） 1億3,500万円

●  熊ヶ浦鯛ノ原線 8,510万円

●  グランド線  2億3,913万円

●  鳴川３号線  1億6,027万円

●  街路畑口寺田線５工区  3億2,881万1千円

●  街路地御前串戸線  1億2,229万円

●  街路筏津郷線２工区   1億6,044万円

●  堂垣内広池山線（１工区）    4,000万円

   自主運行バスの待合環境を改善します 360万円 

    

   医療・福祉関連施設の周辺整備を行います 9,286万7千円 

  

 
 

 道路ネットワークを強化します 17億9,646万1千円 
    〔R6補正予算 4,000万円〕

  
  

  
 

 広島県厚生農業協同組合連合会が実施する、国道２号

線から広電ＪＡ広島病院前まで敷地内通路整備を補助し

ます。JA広島総合病院西側のJR山陽本線および広島電鉄

宮島線の踏切部において、立体交差の概略検討を実施し

ます。

地域医療拠点等整備事業 
●都市構造再編集中支援事業補助金（既存病院改修補助）

                   8,786万7千円

● 踏切部立体交差概略検討業務委託料    500万円

 自主運行バスのバス停のベンチや上屋の設置状況な

ど、待合環境の情報を台帳化します。また、バス停の

立地状況や利用状況などをふまえ、計画的にベンチを

設置し、待合環境を改善します。

自主運行バス運営事業 

●  バス停台帳作成業務委託料 330万円

●  バス停ベンチ設置工事 30万円

堂垣内広池山線

街路畑口寺田線

 都市間・地域間の移動を円滑にするため、幹線道路や
アクセス道路などの整備を進めます。

ＪＡ広島総合病院
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補



  

  

 
 

 宮島の積み重ねた歴史とその価値を守り、正しく継承

していくため、「宮島の歴史」の編さんに向けて準備を

進めます。

郷土資料館管理運営事業 
●宮島歴史民俗資料館収蔵資料調査業務委託料など 

                          522万円

 方向性２ 人を育む 
  次世代を担う子どもたちがたくましく育ち、ふるさとへの誇りを持てる取組を行います。また、市民一人ひとりの力を活かし
 た市民主体のまちづくりを進めるためにも、今後のまちづくりの担い手の育成・支援に取り組みます。 

   宮島の歴史を守り伝えます   522万円 

 小・中学校のリニューアルを行います 10億4,504万7千円 
〔R６補正予算 5億9,834万8千円〕  

 老朽化する小中学校施設の計画的長寿命化や質的改

善を図るため、必要となる各種調査・設計業務、大規

模な修繕や改修工事を実施します。

小学校リニューアル事業 
《長寿命化改修工事》 
●  佐方 工事監理業務委託料  883万2千円
    管理特別教室棟長寿命化改修工事

       2億7,601万2千円
    屋内運動場長寿命化改修工事 

      3億2,233万6千円
《バリアフリー対策工事》     
●  宮園、四季が丘 〔工事〕  8,136万9千円
●  阿品台西 〔設計〕 198万6千円

《その他工事》     
●平良防水改修、大野東防水改修、
 吉和小中渡廊下屋根改修、宮島小中校舎改修 〔工事〕
 2億9,844万3千円
●平良、原、宮園、四季が丘 〔設計〕
 2,569万8千円

中学校リニューアル事業 
《バリアフリー対策工事》 
●  野坂 〔設計〕 208万9千円

《その他工事》     
●  四季が丘防水改修 〔工事〕   2,286万3千円
●  野坂 〔設計〕 541万9千円

大野東小学校

   認定こども園にうまれかわります   1億9,430万1千円 

  

   

 令和７年10月から宮島こども園として利用するため、旧

宮島幼稚園内に調理室、保育室など必要な機能を整備しま

す。 

保育園整備事業 
●  宮島幼稚園改修工事 1億8,117万円

●  工事監理業務委託料 622万3千円

●  門扉設置等工事  307万1千円

●  物品移転業務委託料など   383万7千円

宮島幼稚園
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補

補



   方向性３ 資源を活かす 

   これからのまちづくりのために、人材力と地域力を高めるとともに、多様な地域資源を活用していくための取組を行います。 

   スマート農業の推進に取り組みます 30万円 

 夏季のホウレンソウの安定生産を実現するため、ＪＡひ

ろしまなどと連携し、遠隔操作でハウス内の温度管理が可

能となる装置の導入、検証を行うことにより、スマート農

業技術を活用した生産性の向上に取り組みます。

  農地保全対策事業
  ●スマート農業機器利用推進事業委託料      30万円

 

   商店街の活性化に取り組みます 1,000万円 

 廿日市駅通り商店街の空き地に、モバイルコンテナや人

工芝を設置し、飲食販売、物販、イベント活用など人が集

まり賑わいを生む空間をつくることにより、商店街に人流

を生み、既存商店の顧客増加や新規ビジネスの創出につな

げます。

 
  

 

設置モバイルコンテナイメージ

   木のまち廿日市のPRに取り組みます 200万円 

 「木のまち廿日市」としての認知度向上、ブランド価値

創出のため、２０２５年春にオープンする広島新駅ビル

「ミナモア」で、市の地域資源である木工品やけん玉、宮

島細工の魅力発信に取り組みます。

  産業振興ビジョン推進事業
  ●木のまち廿日市ブランディング業務委託料  200万円

 

広島新駅ビルにオープンする共創拠点「ミオバイドッツ」
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商店街等活性化事業
●商店街賑わい空間づくり事業委託料       1,000万円



     大野３区集会所の整備に取り組みます 1億570万5千円 

 集会所の安全で快適な利用環境を整えることを目的とし

て、大野地域メイン集会所基本計画に基づき、旧耐震基準

で建設されている大野３区集会所を建て替えます。

 また、同じく旧耐震基準で建設されている大野７区集会

所の耐震補強工事に向けた調査・検討を行います。

  

   

大野３区集会所 建替え後イメージ

   有害鳥獣被害対策を強化します 2,203万7千円 

 有害鳥獣による被害の増加に対応するため、捕獲班の捕

獲体制や防除用施設整備の支援の強化を図ります。また、

市街地に出没するクマ対策としてICTカメラの導入や調査

に取り組みます。

 

   

指定管理鳥獣対策のためのＩＣＴカメラ

   市民センターをリニューアルします 1億8,564万6千円 

 生涯学習やまちづくりの拠点である市民センターを市民

が安全、快適に利用できるよう、ユニバーサルデザイン化

工事などを行います。 

 
  

 

あさはらまちづくり交流センター
（中央活性化センター）
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有害鳥獣被害対策事業
●  有害鳥獣被害対策業務委託料  353万3千円
●指定管理鳥獣対策業務委託料     600万円
●  有害鳥獣防除用施設設置事業補助金  162万円
●  有害鳥獣捕獲対策協議会補助金  325万5千円
●  その他経費  762万9千円

市民センターリニューアル事業
●リニューアル及びエレベーター設置工事実施設計
 業務委託料など  （原） 1,318万1千円
●外壁及び屋根改修工事実施設計業務委託料など
   （宮園・四季が丘） 731万円
●  ユニバーサルデザイン化工事など（浅原）  1億4,854万6千円
●  空調設備改修工事（宮島杉之浦） 1,660万9千円

集会所整備事業
●大野３区集会所建替え工事関連 

   工事請負費・工事監理業務  8,940万円
   その他関連経費（備品運搬など）  424万円

  【債務負担行為 R8 9,416万6千円】
●大野７区集会所耐震補強関連

   耐震補強検討等業務委託料など 1,206万5千円



 方向性４ 新たな可能性に挑む 
 将来を見据え、新たな活力の基盤となる環境整備を進めるとともに、市民の挑戦や交流による新たな可能性の創出などを支援し、
まちの活性化に取り組みます。 

   移住・定住を推進します  2,305万1千円 

 東京圏からの移住者を呼び込むため、対象の求人に

応募して就職するなど、要件を満たす方に、移住支援

金を支給します。 

 また、東京圏の大学を卒業して市内企業に就職する

見込みの方など、支給要件を満たす方に、就職活動の

ための交通費や移住の際の移転費を支援します。 

  

  

 中山間地域への子育て世帯などの移住・定住を促進する

ため、住宅の新築や購入などにかかる費用の一部を補助し

ます。また空き家化の予防、まちづくりに資する空き家の

活用を図るため、空き家の改修費などに対し補助金を交付

します。 

 

 

 

 宮島口地区の整備を進めています  7億9,838万5千円 
〔債務負担行為  1億5,000万円〕

 宮島口地区を新たな観光交流拠点とし、賑わいを創出

できるよう、交通、環境、景観などの総合的な整備を進

めます。 宮島口旅客ターミナル前のロータリー部ほか県

港湾施設や宮島ボートレース企業団の横断歩道橋受託工

事などハード整備を進めるとともに、宮島口地区渋滞対

策や港湾緑地を活用したエリアマネジメントなどのソフ

ト対策も推進していきます。 

 

  

令和６年４月に完成した しゃもじ広場

写真提供：広島県 令和6年12月時点
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シティプロモーション事業 
●  移住支援金  460万円 

商工業振興事業
●  地方就職支援金  50万1千円 

中山間地域振興事業 
●  定住促進（佐伯・吉和地域）補助金 770万円

 空き家対策推進事業 
●  空き家活用補助金   600万円

●  地域版空き家バンク運営業務委託料など 425万円

宮島口地区整備事業 
 ●  港湾施設整備負担金  1億500万円

 ●横断歩道橋耐震補強工事委託料    3億5,000万円

 ●  横断歩道橋耐震補強工事   1億円

 【債務負担行為 R8 1億5,000万円】

 ●  横断歩道橋下部新設工事   1億296万円

 ●  横断歩道橋上部新設工事  8,000万円

 ●アクセス道路（赤崎3号線）の整備など 

    6,042万5千円



      姉妹都市との交流を進めます   1,085万4千円 

 コロナ禍で中断していた、姉妹都市ニュージーランド・

マスタートンへの青少年派遣事業を再開し、外国語や海外

文化に触れ合う機会を提供することで、国際交流に関わる

人材の育成に努めます。 

 はつかいち美術ギャラリーで、マスタートン在住の芸術

家の作品の展示会や本市とマスタートンとの交流の歴史の

紹介を行うなど、市民主体の文化交流事業を行います。

 また、アメリカ合衆国ハワイ州ハワイ郡との姉妹都市提

携締結から1 周年を迎えることから、記念事業を行います。

 

 

      はつかいち文化ホールウッドワンさくらぴあの改修  4,513万円 

 平成９年に開館したはつかいち文化ホールウッドワン

さくらぴあについて、天井の耐震改修及び施設・設備の長

寿命化や施設のバリアフリー化などの改修に向けた基本設

計を行います。 

 また、改修にあたり、設計、改修工事、維持管理につい

て民間活力を活用する官民連携手法による事業方式及び従

来方式を比較し、最適な事業方式の調査・検討を行います。

  

 

マスタートンでの交流の様子
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国際交流事業 
●マスタートン青少年派遣事業随行職員旅費

 4万9千円

●  マスタートン青少年派遣事業委託料  578万7千円

●  姉妹都市交流事業委託料  501万8千円

はつかいち文化ホール等管理運営事業
●はつかいち文化ホール特定天井等改修工事基本設計業

   務委託料  3,113万円

●はつかいち文化ホール改修に係る官民連携手法導入可

   能性調査業務委託料  1,400万円
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 歳入・歳出予算の概要｜目的別 

民生費 
237.5億円（+13.5%）

土木費
95.5億円（+19.1%）総務費

79.9億円（+10.8%）

公債費
66.0億円（△1.5%）

教育費
63.1億円（+23.5%）

衛生費
39.1億円（△0.9%）

消防費
22.9億円（△22.4％）

農林水産業費
14.4億円（△5.7%）

商工費
13.8億円（+8.7%）

その他
5.5億円（△2.7%）

歳出

637.8億円
(+9.5％)

【歳入予算の概要】
 市税は、定額減税の終了や給与所得の増加などに伴う個人市民税の増などにより、前年度から
8.8億円の増を見込んでいます。一方で交付金（地方譲与税など）は、定額減税の終了に伴う個人
住民税定額減税減収補填特例交付金の減（△4.6億円）により、前年度から3.6億円の減となる見込
みです。

【歳出予算の概要】
 民生費は、保育園整備事業や私立保育園管理運営事業の増加などにより、28.2億円の増、土木
費は、宮島口地区整備事業や新機能都市開発推進事業の増加などにより、15.3億円の増を見込ん
でいます。

※カッコ内は前年度比

市税
175.6億円(+5.3%)

国・県支出金
147.6億円(+22.3%)地方交付税

126.5億円(+5.9%)

繰入金 
48.8億(+22.1 %)

市債（借入金）
44.3億円(+0.8％)

交付金（地方譲与税など）
41.2億円(△8.0%)

その他（使用料など）
53.8億円(+15.3%)

歳入

637.8億円
(+9.5%)

※カッコ内は前年度比



 

歳入予算の内訳 (単位：千円、％)

歳出予算の内訳｜目的別 
目 的 内 容 令和７年度 令和６年度 増減額 対前年伸率

民 生 費 児童、高齢者、障がい
者福祉の充実などに 23,753,287 20,932,116 2,821,171 13.5 

土 木 費 道路や河川、公園の整
備などに 9,554,574 8,020,102 1,534,472 19.1 

総 務 費 コミュニティの推進や
内部事務の費用などに 7,993,764 7,212,521 781,243 10.8 

公 債 費 借入金の返済に 6,600,138 6,700,966 △100,828 △1.5 

教 育 費 学校教育や社会教育の
充実に 6,306,388 5,105,005 1,201,383 23.5 

衛 生 費 保健医療やごみ処理な
どに 3,907,505 3,944,150 △36,645 △0.9 

消 防 費 消防、救急や防災対策
などに 2,291,960 2,952,229 △660,269 △22.4 

農林水産業費 農林水産業の振興のた
めに 1,435,127 1,521,426 △86,299 △5.7 

商 工 費 商工業、観光の振興の
ために 1,384,958 1,273,905 111,053 8.7 

そ の 他 議会・災害復旧など 552,299 567,580 △15,281 △2.7 

 計 63,780,000 58,230,000 5,550,000 9.5 

（単位：千円、％）
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区 分 令和７年度 令和６年度 増減額 対前年伸率  

  市税 17,556,774 16,673,795 882,979  5.3   

  国・県支出金 14,764,149 12,073,513 2,690,636 22.3 

  地方交付税 12,650,000 11,950,000 700,000 5.9 

  繰入金 4,875,253 3,992,099 883,154 22.1 

  市債（借入金） 4,434,500 4,398,600 35,900 0.8 

  交付金（地方譲与税など） 4,115,635 4,473,613 △ 357,978 △ 8.0 

  その他（使用料など） 5,383,689 4,668,380 715,309 15.3 

計 63,780,000 58,230,000 5,550,000 9.5 



市税の内訳 

(単位：千円、％)

市税の推移 

 

 令和７年度の市税収入は、令和６年度に実施された定額減税が終了したことや給与所得の増
加などに伴う個人市民税の増、家屋の新築などの影響に伴う固定資産税の増などにより、前年
度から8.8億円の増（5.3％）で、過去最高の税収を見込んでいます。 

 

（億円）

（年度）

※ H28～R５は決算額、R６及びR７は当初予算額

令和7年度 令和6年度 増減額 対前年伸率

7,307,300 6,630,924 676,376 10.2

個 人 市 民 税 6,451,460 5,814,393 637,067 11.0

法 人 市 民 税 855,840 816,531 39,309 4.8

7,854,980 7,707,719 147,261 1.9

377,420 354,038 23,382 6.6

650,414 677,096 △ 26,682 △ 3.9

380,000 350,000 30,000 8.6

46,166 49,418 △ 3,252 △ 6.6

940,494 904,600 35,894 4.0

17,556,774 16,673,795 882,979 5.3

区  分

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市町 村たばこ税

宮 島 訪 問 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

市 税 計

160 161 160 161 160 161 
164 

168 167 

176 

140

150

160

170

180

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7
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　歳入予算の内訳｜市税
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目的税※などの使途　※使い道が決まっている税  

 

 

 

宮島訪問税（法定外普通税）　3億8,000万円 
宮島訪問税は、宮島への訪問者にかかる税で、次の事業に活用します。 

発 生 ・ 増 幅 す る 行 政 需 要

に 対 応 す る 取 組 
 事業費     10億106万8千円 
 一般財源   3億8,320万9千円 観光施設管理事業、観光おもてなし向上事業 など 

将 来 の 負 荷 を 軽 減
・ 予 防 す る 取 組

 事業費       9億439万4千円 
 一般財源   1億8,404万2千円 宮島口地区整備事業、宮島まちづくり推進事業 など 

 
 

 

入湯税 4,616万6千円 
入湯税は鉱泉浴場へ入湯する人にかかる税で、次の事業に活用します。 

環 境 衛 生 施 設 の 整 備 115万4千円 塵芥処理場管理運営事業 

消 防 施 設 の 整 備 807万9千円 消防通信施設維持管理事業、高規格救急自動車整備事業、
輸送車整備事業 

観 光 施 設 の 整 備 2,301万9千円 観光施設管理事業、岩倉キャンプ場管理事業 

観 光 の 振 興 1,391万4千円 観光誘客強化事業、観光資源ネットワーク化事業 

 

都市計画税　9億4,049万4千円 
都市計画税は、市街化区域内に土地や家屋を所有する人にかかる税で、次の事業に活用します。 

街 路 事 業 6,890万円 畑口寺田線５工区、佐方線、地御前串戸線、筏津郷線２工区 

下 水 道 事 業 等 7億9,659万4千円 広島市ポンプ場建設負担金、下水道事業会計への負担金等（下
水道整備のために借り入れた地方債の元利償還金相当額等） 

地 方 債 の 償 還 7,500万円 都市計画事業の実施のために借り入れた地方債の元利償還金 

  
 

 
森林環境譲与税 8,029万2千円 
森林環境税が国税として１人あたり年額1,000円賦課徴収され、森林環境譲与税として市町村へ譲与されます。
本市では、森林整備及びその促進に関する費用に充てるため、森林環境譲与税基金に積み立て、各種事業に活
用します。 

経 営 管 理 権 の 取 得 6,538万6千円 森林管理事業 

 人材育成・担い手の確保 287万2千円 林業人材育成事業 

木材の利用促進や普及啓発 2,850万5千円 集会所整備事業
木材利用促進事業

  

 
 

地方消費税交付金（増税分）　16億2,799万2千円 
地方消費税の増税に伴う地方消費税交付金の増収分は、社会保障施策に要する経費に充てることとされてい
ます。 

社 会 福 祉 8億4,173万5千円 障害福祉サービス費給付事業、障害児通園等事業、保育園管
理運営事業、私立保育園運営事業、生活保護扶助事業 など 

社 会 保 険 7億5,759万2千円 介護保険特別会計繰出金、後期高齢者医療特別会計繰出金、
国民健康保険特別会計繰出金 

保 健 衛 生 2,866万5千円 第二次救急医療運営補助金、予防接種事業、母子保健事業、
健康増進事業 

※令和7年度は、合計9,676万
3千円（令和6年度以前の譲
与税分を含む額）を左記の事
業に充当
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地方交付税の内訳 (単位：千円、％)

　 歳入予算の内訳｜地方交付税 

 

 

地方交付税の推移 

　国の地方財政対策等に基づき算定し、普通交付税は6億円の増（+5.4％）を見込んでいます。
なお、臨時財政対策債は、平成13年の制度創設以来、初めて新規発行額がゼロとなっています。 

　 歳入予算の内訳｜その他 

（億円）

91 90 89 89 97
111 114 119 120 127

16 17 18 17
15

15 6 3 3
0

107 107 108 105
112

126 120 122 122 127
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60 
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H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

地方交付税 臨時財政対策債

（年度）

区 分  令和７年度予算額 主な内容 

国・県支出金 147億6,414万9千円
前年度比＋22.3％

社会保障関係 115億84万2千円（前年度比 +17.7％） 
普通建設事業関係 15億8,413万5千円（前年度比 +39.0％） 
その他 16億7,917万2千円（前年度比 +43.9％） 

市 債
（ 借 入 金 ）

44億3,450万円
前年度比＋0.8％

事業債 44億3,450万円（前年度比 +6.9％） 
臨時財政対策債  0円（皆減） 

繰 入 金 48億7,525万3千円
前年度比＋22.1％

財政調整基金 15億円（前年度比 ＋66.7％） 
まちづくり推進基金 23億5,000万円（前年度比 +6.2％） 

※ H28～R５は決算額、R６及びR７は当初予算額

12,650,000 11,950,000 700,000 5.9
普 通 交 付 税 11,700,000 11,100,000 600,000 5.4
特 別 交 付 税 950,000 850,000 100,000 11.8

0 250,000 △ 250,000 皆減
12,650,000 12,200,000 450,000 3.7

区  分 令和７年度 令和６年度 増 減 額 対前年伸率
① 地 方 交 付 税

② 臨 時 財 政 対 策 債
実質的な地方交付税(①+②)
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合併特例事業債を原資としたまちづくり推進基金の活用｜4億5,000万円 
 ●令和２年３月に合併特例事業債を活用し、基金造成を行っており、市町村合併建設計画作成の指

針に基づく次の①～③の視点（方向性）により、各事業に活用します。 

   ① 一体的なまちづくりに
    資する事業 
   （人づくり・地域づくり） 

3億1,500万円 
こども医療費給付事業、不登校総合対策事業、学校教育
振興一般事業、集会所整備事業、スポーツ推進事業、国
際交流事業、小・中学校ＩＣＴ活用教育推進事業、地域
学校協働活動

   ② 住民の福祉の向上等
    に資する事業 3,150万円 デジタル化推進事業、産業振興ビジョン推進事業、地球

温暖化対策推進事業、郷土資料館管理運営事業

  ③ 均衡ある発展に資する事業 
   （地域性、将来性を踏まえたまち
    づくり） 

1億350万円 
シビックコア地区整備事業、空き家対策推進事業、シテ
ィプロモーション事業、市街地整備関連調査事業、観光
施設管理事業、高齢者運転免許自主返納支援事業 

宮島ボートレース企業団からの配分金の活用｜26億3,250万円※ 

●「こども・子育て、教育、医療・福祉、スポーツ、消防・防災、公共インフラ、環境」を中心と
した事業（主にハード事業）に活用します。 

① こども・子育てに関する
 事業 3億1,200万円 保育園管理運営事業、保育園維持管理事業、私立保育園

運営事業、児童会管理運営事業  

② 教育に関する事業 9億7,270万円 小・中学校ＩＣＴ活用教育推進事業、小・中学校維持管
理事業、小・中学校リニューアル事業 など

  ③ 医療・福祉に関する事業 1億3,020万円 福祉センター管理運営事業、地域医療拠点等整備事業、
吉和診療所管理運営事業、介護人材確保・定着支援事業

  ④ スポーツ振興に関する
   事業 6,620万円 スポーツ推進事業、体育施設管理運営事業、スポーツセ

ンター等管理事業、公園整備事業

  ⑤ 消防・防災に関する事業 4,840万円 消防庁舎整備事業、消防通信施設維持管理事業、防災情
報システム管理事業、高規格救急自動車整備事業 など 

⑥ 公共インフラ整備に関す
 る事業 8億8,100万円 公共インフラ（道路、橋りょう、歩道、林道、公園、農

道水路など）の整備・維持管理 

⑦ 環境・カーボンニュート
 ラルに関する事業 2億2,200万円 霊峯苑管理運営事業、地球温暖化対策推進事業、塵芥処

理場管理運営事業、し尿処理事業

※令和６年度の基金積立分19億円、令和７年度配分金（見込）7億3,250万円 

※基金造成額 37億3,330万円（市債35億4,660万円・一般財源1億8,670万円）
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ふるさと応援基金（ふるさと納税）の活用｜3億7,500万円※

 ●ふるさと納税制度を活用し、本市への寄附金を寄附者の意向に沿った事業(10区分)に活用します。 

企業版ふるさと寄附金の活用｜4,170万円※

① 世界文化遺産を擁する
  宮島の自然や文化財の保護 
  と観光振興に関する事業 

1億7,033万円 文化財保存・保護事業、観光誘客強化事業、観光資
源ネットワーク化事業、観光おもてなし向上事業  

② 子ども・子育て支援に
  関する事業 6,546万4千円  母子保健事業、児童会管理運営事業、産後ケア事業

③ 福祉・医療の充実や健康
  づくりの支援に関する事業 2,016万1千円 健康増進事業（がん検診分）、多世代サポートセン

ター管理運営事業

④ 教育の充実・教育環境の
 整備に関する事業 701万1千円 小学校教育振興一般事業

⑤～⑩ 上記以外の事業 
（中山間地域の振興、環境、スポー
  ツなど） 

1億1,203万4千円 中山間地域振興事業、環境管理事業、スポーツ推進
事業、デジタル化推進事業 など 

●企業版ふるさと納税制度を活用し、企業からの寄附金を本市が行う地方創生の取組（第２期廿日
市市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく事業）に活用します。

① ＨＩＲＯＨＡＩ佐伯総合
  スポーツ公園の再整備 170万円 公園整備事業（ＨＩＲＯＨＡＩ佐伯総合スポーツ公

園の整備） 

② 小中高女子野球活動の
  支援 500万円 スポーツ推進事業 

➂ 女子野球タウンフェスティ
  バルの開催 2,500万円 スポーツ推進事業 

④ 商店街の活性化 1,000万円 商店街等活性化事業

※令和６年度寄附見込額5億円(うち1億2,500万円は令和６年度事業に充当) 

※令和６年度までの基金積立分2,820万円、令和７年度寄附金（見込）の一部1,350万円
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 歳出予算の内訳｜性質別 

【主な増減要因】

・人件費 6.8億円の増（+5.8％）
 人事院勧告に基づく職員給与費の増など

・物件費 16.1億円の増（+17.3％）
 小・中学校タブレット端末の更新に伴う委
 託料の増など

・補助費 11.3億円の増（+17.3％）
 保育総合対策支援補助金の増など

・出資金 など 1.6億円の減（△12.1％）
 水道出資金の減など

性　質 令和７年度 令和６年度 増減額 対前年伸率 
義務的経費 29,802,173 28,077,068 1,725,105 6.1 
 人件費 12,358,490 11,677,317 681,173 5.8 
 扶助費 10,843,545 9,698,785 1,144,760 11.8 
 公債費 6,600,138 6,700,966 △ 100,828 △ 1.5 
投資的経費 8,515,646 7,529,907 985,739 13.1 
 普通建設事業費 8,443,646 7,457,907 985,739 13.2 
 災害復旧事業費 72,000 72,000 0 0.0 
その他経費 25,462,181 22,623,025 2,839,156 12.5 
 物件費 10,920,671 9,313,341 1,607,330 17.3 
 補助費等 7,686,697 6,555,327 1,131,370 17.3 
 繰出金 4,787,084 4,571,820 215,264 4.7 
 積立金、出資金、貸付金 1,178,863 1,340,821 △ 161,958 △ 12.1 
 維持補修費 838,866 771,716 67,150 8.7 
 予備費 50,000 70,000 △ 20,000 △ 28.6 

 計 63,780,000 58,230,000 5,550,000 9.5 

（単位：千円、％）

未定稿

※カッコ内は前年度比

人件費
123.6億円
(+5.8%)

扶助費
108.4億円
(+11.8％)

公債費
66.0億円
(△1.5％)

普通建設事業費
84.4億円
(+13.2％)災害復旧事業費

7,200万円（±0.0％）

物件費
109.2億円
(+17.3％)

補助費等
76.9億円
(+17.3％)

繰出金
47.9億円
(+4.7％)

積立金､出資金､貸付金
11.8億円（△12.1％）

維持補修費
8.4億円（+8.7％）

予備費
5,000万円（△28.6％）

義務的経費
298.0億円

投資的経費
85.2億円

その他経費
254.6億円

【主な増減要因】

・人件費 6.8億円の増（+5.8％）
 人事院勧告に基づく給与改定による職員給
 与費の増など

・普通建設事業費 9.9億円の増（+13.2％）
 宮島口地区整備事業、新機能都市開発推進
 事業、小学校リニューアル事業の増など

・物件費 16.1億円の増（+17.3％）
 小・中学校タブレット端末の更新に伴う消 
 耗品費の増など

・補助費等 11.3億円の増（+17.3％）
 私立保育園施設型給付費の増など

・出資金 など 1.6億円の減（△12.1％）
 水道出資金の減など
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 職員数の推移
（単位：人）

（人）

（年度）

※各年度４月１日現在の任期の定めのない職員数で、H28～R６は実績数、R７は予定数

令和７年度の任期の定めのない職員数は、前年度と比べ12名増の1,033人を見込んでいます。 

一般会計
その他
会  計

計 一般会計
その他
会  計

計 一般会計
その他
会  計

計

978 55 1,033 967 54 1,021 11 1 12

フルタイム勤務 31 3 34 35 3 38 △ 4 0 △ 4

短時間勤務 12 1 13 14 1 15 △ 2 0 △ 2

フルタイム勤務 32 4 36 33 1 34 △ 1 3 2

短時間勤務 29 1 30 30 0 30 △ 1 1 0
※ 「一般職の任期付職員」とは、一般職の任期付職員の採用等に関する条例に基づき、任期を定めて採用した職員のことです。

令和7年度 令和6年度
（R7.4.1予定） （R6.4.1現在）

任期の定めのない職員

区  分
増 減

一 般 職 の
任 期 付 職 員

再 任 用 職 員

1,037

1,022
1,019

1,010 1,007 1,007 1,006
996

1,021

1,033

970 

990 

1,010 

1,030 

1,050 

H28 H29 H30 R１ R２ R３ R４ R５ R６ R７

 市債借入額と元金償還額の推移   市債残高(年度末)の推移
（億円）

 令和７年度の市債借入額は、前年度と同水準の約44億円となる見込みで、元金償還額は前年度比で約2
億円減少の約63億円となる見込みです。元金償還額が市債借入額より大きいことから、市債残高は前年度
比で約19億円減少し、約643億円となる見込みであり、臨時財政対策債を除く実質的な市債残高は、前年
度と同水準の約492億円となる見込みです。

（億円）

※ R３～R５は決算額、R６及びR７は見込額

（年度）
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（年度）
※ R３～R５は決算額、R６及びR７は当初予算額
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参考 会計別の予算額｜前年度比較 （単位：千円、％）

１ 一 般 会 計 63,780,000 58,230,000 5,550,000 9.5

国 民 健 康 保 険 12,267,980 11,747,302 520,678 4.4

介 護 保 険 11,364,359 11,124,028 240,331 2.2

後 期 高 齢 者 医 療 2,426,556 2,238,955 187,601 8.4

漁 港 管 理 16,395 15,607 788 5.0

墓 地 管 理 事 業 45,146 28,868 16,278 56.4

港 湾 管 理 事 業 153,367 144,402 8,965 6.2

市 営 住 宅 事 業 355,314 301,463 53,851 17.9

宮 島 水 族 館 事 業 639,143 639,425 △ 282 0.0

小     計 27,268,260 26,240,050 1,028,210 3.9

国 民 宿 舎 事 業 42,758 42,425 333 0.8

下 水 道 事 業 10,250,880 9,549,331 701,549 7.3

小     計 10,293,638 9,591,756 701,882 7.3

101,341,898 94,061,806 7,280,092 7.7

区   分 令和７年度 令和６年度 増 減 額 対前年伸率

合       計

３
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計

２
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当初予算 決算 当初予算 決算 当初予算 決算 当初予算 決算 当初予算 決算(見込) 当初予算 決算(見込)

Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

（億円）

 財源調整的基金（財政調整基金、公共施設等整備基金、減債基金）にまちづくり推進基金を加えた基金残高は、
令和7年度末で、当初予算ベースでは約76億円ですが、過去５年間の推移などからの推計では約105億円となる見
込みです。 

（年度）

※ 当初予算時点と決算の比較、R６及びR７は推計値

※ 減債基金は少額のため非表示(百万円未満、R5以降は0円)

まちづくり推進基金財政調整基金 公共施設等整備基金

 基金残高(年度末)の推移（当初予算と決算の比較）
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